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１．第１回勉強会 （  http://www.fd.kyoto‐u.ac.jp/session/post01.php ） 
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  explains	  
the	  College's	  new	  General	  
Educa0on	  curriculum	  at	  the	  





  New Faculty Institute  




8:15 - 8:30   «4ÉÒÕON 
8:30 - 9:00 «¢¢4ÉÒÕeÊÆrD{ 
9:00 - 9:50   «óðÿëÚãÜèâüĂĉċKU+¶Ó 
««««««««¢¢««“Establishing Your Reputation as a Scholar” 
9:50 - 10:00 «¢H 
10:00 - 10:50  óðÿëÚãÜèâüĂĊċâïÙU+¶Ó 
«««««««««¢¢«“Navigating Your Professional Path as a Scholar” 
10:50 - 11:00  H 
11:00 - 12:00  14éÙĄ 



















































教授  ：平均年齢 52.75 歳 (範囲：42 歳～65 歳) 
准教授  ：平均年齢 38.96 歳 (範囲：30 歳～54 歳) 
講師  ：平均年齢 35.25 歳 (範囲：28 歳～48 歳) 

















教授 准教授 講師 助教
参考：雇用形態別内訳  
 教授 19 名  
 准教授 23 名：准教授 17 名，
特定准教授 6 名  
 講師 8 名：講師 6 名，特定講
師 2 名  
 助教：85 名：助教 81 名，特定




















25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-65 不明
図 1.職階別対象予定者内訳  
人  
年齢  











































教員 研究員等 官庁・独法 大学院生 医員 職員 なし その他
人  
図 3.前歴別対象予定者内訳  
教員 研究員等 官庁・独法 大学院生 医員 職員 なし その他 合計
教授 14 0 4 0 0 0 0 1 19
准教授 19 3 1 0 0 0 0 0 23
講師 2 2 0 0 2 0 2 0 8
助教 24 19 6 6 13 1 16 0 85






































在籍数 2813 2790 5603
抽出数 938 932 1870















1 全然ない 6 (02.1) 10 (00.9)
2 1時間未満 3 (01.0) 6 (00.5)
3 1～2時間 5 (01.7) 16 (01.5)
4 3～5時間 23 (08.0) 66 (06.1)
5 6～10時間 19 (06.6) 134 (12.4)
6 11～15時間 51 (17.7) 228 (21.2)
7 16～20時間 73 (25.3) 266 (24.7)
8 20時間以上 108 (37.5) 352 (32.7)
















1 全然ない 6 (02.1) 10 (00.9)
2 1時間未満 3 (01.0) 6 (00.5)
3 1～2時間 5 (01.7) 16 (01.5)
4 3～5時間 23 (08.0) 66 (06.1)
5 6～10時間 19 (06.6) 134 (12.4)
6 11～15時間 51 (17.7) 228 (21.2)
7 16～20時間 73 (25.3) 266 (24.7)
8 20時間以上 108 (37.5) 352 (32.7)










1 全然ない 6 (02.1) 31 (02.9)
2 1時間未満 21 (07.3) 111 (10.3)
3 1～2時間 52 (18.0) 221 (20.5)
4 3～5時間 85 (29.4) 328 (30.4)
5 6～10時間 61 (21.1) 206 (19.1)
6 11～15時間 31 (10.7) 69 (06.4)
7 16～20時間 4 (01.4) 33 (03.1)
8 20時間以上 29 (10.0) 81 (07.5)


































































































㻽㻡㼋㻝㻟 勉強のための本（新書や専門書など）を読む 㻜㻚㻤㻢㻠 㻙㻜㻚㻜㻜㻥 㻙㻜㻚㻝㻜㻝
㻽㻡㼋㻟 授業とは関係のない勉強を自主的にする 㻜㻚㻣㻞㻝 㻙㻜㻚㻝㻞㻞 㻙㻜㻚㻜㻟㻠
㻽㻡㼋㻝㻢 新聞を読む 㻜㻚㻡㻢㻝 㻜㻚㻜㻤㻥 㻜㻚㻜㻞㻜
㻽㻡㼋㻞 授業に関する勉強（予習や復習、宿題・課題など）をする 㻜㻚㻠㻣㻟 㻜㻚㻜㻞㻠 㻜㻚㻜㻠㻢
㻽㻡㼋㻝㻠 娯楽のための本（小説や一般書など、マンガや雑誌を除く）を読む 㻜㻚㻠㻟㻞 㻜㻚㻟㻡㻤 㻜㻚㻜㻜㻜
㻽㻡㼋㻤 家庭教師や塾の講師のアルバイトをする 㻜㻚㻞㻢㻟 㻙㻜㻚㻝㻡㻟 㻜㻚㻝㻢㻣
㻽㻡㼋㻝㻣 通学にかかる時間 㻜㻚㻝㻢㻟 㻜㻚㻝㻡㻥 㻜㻚㻜㻟㻤
【因子2】インターネット・ゲーム・マンガ
㻽㻡㼋㻝㻝 インターネットサーフィンをする 㻙㻜㻚㻝㻠㻠 㻜㻚㻢㻥㻤 㻙㻜㻚㻜㻠㻜
㻽㻡㼋㻝㻞 ゲーム（ゲーム機・コンピュータゲーム・オンラインゲーム）をする 㻙㻜㻚㻜㻝㻝 㻜㻚㻡㻠㻡 㻙㻜㻚㻜㻠㻢
㻽㻡㼋㻝㻡 マンガや雑誌を読む 㻜㻚㻞㻟㻜 㻜㻚㻡㻞㻣 㻜㻚㻜㻡㻢
㻽㻡㼋㻝㻜 テレビをみている 㻙㻜㻚㻜㻢㻤 㻜㻚㻠㻥㻜 㻜㻚㻜㻡㻡
㻽㻡㼋㻝 大学で授業や実験に参加する 㻜㻚㻜㻡㻥 㻜㻚㻝㻤㻡 㻜㻚㻜㻝㻥
【因子3】友人・クラブサークル
㻽㻡㼋㻡 異性の友達と交際する 㻜㻚㻜㻞㻥 㻙㻜㻚㻜㻤㻣 㻜㻚㻣㻝㻟
㻽㻡㼋㻠 同性の友達と交際する 㻙㻜㻚㻜㻤㻤 㻜㻚㻞㻞㻢 㻜㻚㻢㻞㻡
㻽㻡㼋㻢 クラブ・サークル活動をする 㻙㻜㻚㻜㻞㻣 㻙㻜㻚㻜㻢㻤 㻜㻚㻡㻥㻣
㻽㻡㼋㻣 コンパや懇親会などに参加する 㻜㻚㻝㻤㻢 㻙㻜㻚㻜㻢㻞 㻜㻚㻡㻣㻤
㻽㻡㼋㻥 家庭教師や塾の講師以外のアルバイトをする 㻙㻜㻚㻜㻥㻟 㻜㻚㻝㻜㻝 㻜㻚㻞㻣㻜
*評定は、(1) 全然ない㻌 (2) 1時間未満㻌 (3) 1-2時間㻌 (4)3-5時間㻌 (5) 6-10時間 






㻽㻡㼋㻝㻟 勉強のための本（新書や専門書など）を読む 㻜㻚㻤㻢㻠 㻙㻜㻚㻜㻜㻥 㻙㻜㻚㻝㻜㻝
㻽㻡㼋㻟 授業とは関係のない勉強を自主的にする 㻜㻚㻣㻞㻝 㻙㻜㻚㻝㻞㻞 㻙㻜㻚㻜㻟㻠
㻽㻡㼋㻝㻢 新聞を読む 㻜㻚㻡㻢㻝 㻜㻚㻜㻤㻥 㻜㻚㻜㻞㻜
㻽㻡㼋㻞 授業に関する勉強（予習や復習、宿題・課題など）をする 㻜㻚㻠㻣㻟 㻜㻚㻜㻞㻠 㻜㻚㻜㻠㻢
㻽㻡㼋㻝㻠 娯楽のための本（小説や一般書など、マンガや雑誌を除く）を読む 㻜㻚㻠㻟㻞 㻜㻚㻟㻡㻤 㻜㻚㻜㻜㻜
㻽㻡㼋㻤 家庭教師や塾の講師のアルバイトをする 㻜㻚㻞㻢㻟 㻙㻜㻚㻝㻡㻟 㻜㻚㻝㻢㻣
㻽㻡㼋㻝㻣 通学にかかる時間 㻜㻚㻝㻢㻟 㻜㻚㻝㻡㻥 㻜㻚㻜㻟㻤
【因子2】インターネット・ゲーム・マンガ
㻽㻡㼋㻝㻝 インターネットサーフィンをする 㻙㻜㻚㻝㻠㻠 㻜㻚㻢㻥㻤 㻙㻜㻚㻜㻠㻜
㻽㻡㼋㻝㻞 ゲーム（ゲーム機・コンピュータゲーム・オンラインゲーム）をする 㻙㻜㻚㻜㻝㻝 㻜㻚㻡㻠㻡 㻙㻜㻚㻜㻠㻢
㻽㻡㼋㻝㻡 マンガや雑誌を読む 㻜㻚㻞㻟㻜 㻜㻚㻡㻞㻣 㻜㻚㻜㻡㻢
㻽㻡㼋㻝㻜 テレビをみている 㻙㻜㻚㻜㻢㻤 㻜㻚㻠㻥㻜 㻜㻚㻜㻡㻡
㻽㻡㼋㻝 大学で授業や実験に参加する 㻜㻚㻜㻡㻥 㻜㻚㻝㻤㻡 㻜㻚㻜㻝㻥
【因子3】友人・クラブサークル
㻽㻡㼋㻡 異性の友達と交際する 㻜㻚㻜㻞㻥 㻙㻜㻚㻜㻤㻣 㻜㻚㻣㻝㻟
㻽㻡㼋㻠 同性の友達と交際する 㻙㻜㻚㻜㻤㻤 㻜㻚㻞㻞㻢 㻜㻚㻢㻞㻡
㻽㻡㼋㻢 クラブ・サークル活動をする 㻙㻜㻚㻜㻞㻣 㻙㻜㻚㻜㻢㻤 㻜㻚㻡㻥㻣
㻽㻡㼋㻣 コンパや懇親会などに参加する 㻜㻚㻝㻤㻢 㻙㻜㻚㻜㻢㻞 㻜㻚㻡㻣㻤
㻽㻡㼋㻥 家庭教師や塾の講師以外のアルバイトをする 㻙㻜㻚㻜㻥㻟 㻜㻚㻝㻜㻝 㻜㻚㻞㻣㻜
*評定は、(1) 全然ない㻌 (2) 1時間未満㻌 (3) 1-2時間㻌 (4)3-5時間㻌 (5) 6-10時間 






 平成 22 度は前期に 1 回、後期に 1 回、計 2 回の公開授業・検討会を実施した。この公開授
業・検討会は、京都大学 FD 研究検討委員会の主催による全学的な FD 活動であり、本センタ





２．第１回 全学共通教育科目 A 群 『心理的ストレスと適応』 （講義） 
及川 恵 特定准教授 （高等教育研究開発推進センター） 
 
日時：平成 22 年 7 月 20 日（火） 2 時限（10:30～12:00） 
検討会（12:15～13:15） 
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 文学研究科プレ FD プロジェクトは、文学研究科と FD 研究検討委員会が共同で主催する文
学研究科のオーバードクター(OD)によるリレー講義形式のゼミナールであり、公開授業とその
検討会、そして学期末の研修会によって構成されている。具体的には、全ての授業を公開とし、
毎回の授業終了後 20 分程度の授業検討会を行う。一人の講師は 2 回から 5 回の授業を行い、
自分の授業が無い時には他の講師の授業を参観、検討会への参加という形でゼミナールに参加
した。半期の授業が全て終了した段階で研修会を行い、自分自身の教育活動を振り返る作業を






















ら / 彼らは、いずれも昨年度のプレ FD 体験者です。プレ FD の一参加者から、それを運営す








2010 年 4 月 8 日～2010 年 7 月 15 日 毎週木曜日 1 時限 
検討会 10:20～10:40 
＜授業テーマ＞ 
松野 響 「動物の視知覚について」 
浅田晃佑 「発達心理学（子どものコミュニケーション能力の発達 1)」 
     「発達心理学（子どものコミュニケーション能力の発達２)」 
E. Evseeva「理論言語学（言語学の諸分野・卒業論文のテーマの選び方など）」 
     「理論言語学（不定表現の分析；理論言語学の諸分野における分析方法）」 
田村早苗 「ことばの意味を捉える：日本語の時制分析から」 
濱西栄司 「社会学方法論（集合行為/社会運動研究)」 
     「社会運動の社会学（グローバル化と『新しい公共』）」 
朝田佳尚 「社会問題を斜めから見る－社会学は監視カメラの広がりという現象をどう捉える  
か－」 
木村至聖 「文化遺産の社会学：その理論的背景」 
     「産業遺産のフィールドワーク：「軍艦島」を事例として」 
 
哲学基礎文科系ゼミナール 











2010 年 4 月 8 日～7 月 8 日 毎週木曜日 5 時限 16:30～18:00 
検討会 18:00～18:20 
＜授業テーマ＞ 
冨永 望 「戦後天皇制の出発」 
鹿 雪瑩 「自民党内親中派と戦後の日中関係」 
溝上宏美 「歴史を通じて移民問題を考える－イギリスを事例に」 
佐藤夏樹 「ラティーノアイデンティティの形成」 
有賀暢迪 「18 世紀ヨーロッパの科学と文化・思想」 
中尾 央 「文化進化論について」 
 
前期文学研究科プレ FD プロジェクト研修会 

















2010 年 10 月 7 日～2011 年 2 月 3 日 毎週木曜日 2 時限  
検討会 12:00～12:20 
＜授業テーマ＞ 
佐々木拓 「自由意思と決定論の問題」  
佐金 武 「時間概念の探求：現在主義の観点から」 
− 39 −
城阪真治 「西田幾多郎の生涯と思想：西田哲学入門」 








杉本 舞 「コンピューティング史入門：『世界最初のコンピューター』とは？」 
井上 治 「近代日本における芸道思想の展開」 
小林敦子 「1930 年代の思想と文学」 
川嵜 陽 「帝国日本と植民地朝鮮：朝鮮にとっての日本、日本にとっての朝鮮」 
 
１－４．2010 年度文学研究科プレＦＤプロジェクト研修会 
 2010年度の文学研究科プレFDプロジェクト研修会は、2010年 8月 5日(前期研修会)と 2011




されていないからである(2011 年 2 月 4 日現在)。 
 




開会の挨拶：FD 研究検討委員会委員長 教授 田中毎実 
司会：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈 
13:35 セッション 1：自己紹介 
参加者の自己紹介と公開講座を担当しての感想 
13:35 セッション 2：ビデオ視聴 
講義ビデオの視聴 
14:00 セッション 3：個人ワークと発表 
ワークシートとリフレクションシートを用いた自分の講義の振り返り 
 解説：高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
− 40 −
14:20 セッション 4：学生の声の紹介 
 受講生に対するインタビュー結果の紹介 
  文学研究科教務補佐員 小城拓理・三宅岳史 
  高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
14:35  セッション 5:ミニ講義 
「大学授業をどう創るか」 
   高等教育研究開発推進センター 教授 松下佳代 (資料 1) 
14:55 ディスカッションのテーマ発表とグループ分け 
 テーマ 1：授業におけるメディアの活用 
 テーマ 2：学生の多様性にどのように対応するか 
 テーマ 3：学生を学びに動機づけるには 
 テーマ 4：学びを促す教材づくり 
15:05 休憩・移動 
15:15 セッション 6:グループディスカッション 
 グループディスカッション(30 分) 
 ミニミニ講義(5 分) 
  テーマ 1：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈 
  テーマ 2：高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
  テーマ 3：高等教育研究開発推進センター 特定准教授 及川恵 
  テーマ 4：高等教育研究開発推進センター 教授 松下佳代 
 グループのまとめ(20 分) 
16:10 セッション 7:全体ディスカッション&まとめ 
 司会：高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
16:45 閉会式 
閉会の挨拶：文学研究科長 教授 赤松明彦 
修了証授与：FD 研究検討委員会委員長 教授 田中毎実 
17:00 情報交換会 
 




開会の挨拶：FD 研究検討委員会委員長 教授 田中毎実 
司会：高等教育研究開発推進センター 特定助教 田川千尋 
13:35 セッション 1：自己紹介 
参加者の自己紹介と公開講座を担当しての感想 
13:50 セッション 2：ビデオ視聴 
− 41 −
講義ビデオの視聴 
14:05 セッション 3：個人ワークと発表 
ワークシートとリフレクションシートを用いた自分の講義の振り返り 
 解説：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈 
14:30 セッション 4：学生の声の紹介 
 受講生に対するインタビュー結果の紹介 
  文学研究科教務補佐員 小城拓理・溝上宏美・杉山卓史 
  高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
14:50  セッション 5:ミニ講義 
「大学授業をどう創るか」 
   高等教育研究開発推進センター 教授 松下佳代 
15:10 ディスカッションのテーマ発表とグループ分け 
 テーマ 1：学生の多様性にどのように対応するか 
 テーマ 2：学生をどう授業に巻き込むのか 
 テーマ 3：学びを促す教材づくり 
15:20 休憩・移動 
15:30 セッション 6:グループディスカッション 
 グループディスカッション(30 分) 
 ミニミニ講義(5 分) 
  テーマ 1：高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
  テーマ 2：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈 
  テーマ 3：高等教育研究開発推進センター 教授 松下佳代 
 グループのまとめ(20 分) 
16:25 セッション 7:全体ディスカッション&まとめ 
 司会：高等教育研究開発推進センター 准教授 田口真奈 
17:00 閉会式 
閉会の挨拶：文学研究科長 教授 佐藤昭裕 







































































































































































 最後に、今後の展望として、このプレ FD の輪を京大のみならず、他大学にも広げることを





















































































































































































































































































■ D さん：行動環境文化学系ゼミナール履修(男性、二回生) 
【学生の情報】 
後期の行動環境文化学系を履修。現在二回生。授業にたびたび欠席しているが、レポートを提











































































にできないということも意味している。半期 15 回のの授業であれば、A さんのように積極的
に取り組もうとしない学生であってもコースデザイン上の工夫で授業に巻き込むことができる
かもしれない。しかし、教育経験の少ない OD が 2 回～5 回の授業回数でそれを行うことは難










裏に A さんのような授業に対する意識を持っている可能性もある。それは先述のように、1 名















1＝ 2010年度前期 文学研究科プレFD研修会 ＝
2010.8.5
大学授業をどう創るか























大学進学率 ～15％ 15～50％ 50％～








z 入口 → 出口／ 「付加価値」（?!）
z 教員中心 → 学生中心
z 何を・どう教えるか → 何を・どう学んだか
z 知識中心 → 知識と能力
知識を伝達するだけでは、teachingとはいえない


































z (a) コースデザイン： １コース（半期）の授業















































z (a) コースデザイン： １コース（半期）の授業



































































































座である。平成 17 年度に第 1 回が実施されて以来、毎年開催され、今年度で 6 度目の実施とな














































（資料 3）、事後アンケート（資料 4）を掲載している。 
 
３－２．参加者数とグループ構成 
 今回実施された講座への最終的な参加者は、ベーシックコース 42 名、アドバンストコース 9
名の計 51名であった。理系と文系に分けた上で、その内訳の詳細を表 1、表 2に示す。今年度は、
























































部局 人数 課程 部局 人数 課程
医学研究科 1 博1 文学研究科 2 博2
理学研究科 1 助教1 教育学研究科 2 博1/PD1
人間・環境学研究科 2 博1/技術補佐2
理系 文系
部局 人数 課程 部局 人数 課程
工学研究科 3 博2/修1 文学研究科 6 博2/修3/研究員1
医学研究科 3 博2/修1 教育学研究科 4 修4










  ベーシックコース アドバンストコース 
  人数（名） 割合（%） 人数（名） 割合（%） 
①指導教員から 3 6.00  0 0.00  
②その他の教員から 0 0.00  0 0.00  
③友人から 7 14.00  0 0.00  
④大学のHPで 12 24.00  3 27.27  
⑤センターのHPで 1 2.00  0 0.00  
⑥ポスターで 9 18.00  1 9.09  
⑦ビラで 7 14.00  1 9.09  
⑧Eメール、郵便による案内で 9 18.00  4 36.36  






 問 2 の「大学での教育経験があるか？」については、ベーシックコースでは、「なし」が 25名、
「TA」が 12 名（その経験年数の平均は、2.23 年）、「非常勤講師」が 2名（その経験年数の平均
は、1.75 年）であった。「TA」と「非常勤講師」の両方と答えた人が 2 名いた。アドバンストコ




 問 3 の「大学教員にどの程度なりたいか？」については、ベーシックコースでは、「非常に希







 問 4 では、本講座の受講動機を 8つの質問によって尋ねた。昨年度までは自由記述によって受
講動機を尋ねていたが、本年度からは、昨年度までの自由記述を元にした質問項目によって尋ね
ることとした。全ての質問は「1. 全くあてはまらない」～「5. 非常に当てはまる」の 5 件法で







 問 8 では、塾・家庭教師などでの指導経験の有無を尋ねた。「あり」が 7 名、「なし」が 2名と、
経験者が多かった。 
 問 9 では、学部生時代に受けた授業への満足度を尋ねた。「1. まったく満足していない」から
「5. 非常に満足している」までの 5段階で評定を行った。その結果、「5. 非常に満足している」
が 1 名、「4. まあまあ満足している」が 5 名、「3. どちらともいえない」が 2 名という結果であ
った。満足度の平均は 3.89 であった。 









































































いう質問に対し、「1. まったく満足していない」から「5. 非常に満足している」までの 5段階で
評定を行った。 
 ベーシックコースでは、「5. 非常に満足している」が 17 名、「4. まあまあ満足している」が
17 名で、合わせると 8 割が満足を示したと言える。それ以外では、「3. どちらとも言えない」が

























































































































































常に有意義だった」までの 5 段階で評定してもらった。その結果を図 1、図 2 に示した。評定対
象プログラムは、ベーシックコースの場合、（1）グループ討論、（2）ミニ講義、（3）ボディワー
クであり、アドバンストコースの場合、（1）模擬公開授業・検討会、（2）グループ討論であった。 
 まず、ベーシックコースでは、（1）グループ討論に関して、「5. 非常に有意義だった」22 名
（55.0%）、「4. まあまあ有意義だった」14 名（35.0%）、「3. どちらとも言えない」1 名（2.5%）、
「2. あまり有意義でなかった」3 名（7.5%）、「1. まったく有意義でなかった」0 名（0%）だっ
た。平均は 4.38 だった（2009 年度は 4.63、2008 年度は 4.36、2007 年度は 4.44、2006 年度は
4.47、2005 年度は 4.58）。 
（2）ミニ講義に関しては、「5. 非常に有意義だった」12 名（30.0%）、「4. まあまあ有意義だっ
た」20 名（50.0%）、「3. どちらとも言えない」3 名（7.5%）、「2. あまり有意義でなかった」5
名（12.5%）、「1．まったく有意義でなかった」0 名（0%）だった。平均は 3.98 だった（2009
年度は 4.17、2008 年度は 4.36、2007 年度は 4.44、2006 年度は 4.47、2005 年度は 4.58）。 
（3）ボディー・ワークに関しては、「5. 非常に有意義だった」17名（42.5%）、「4. まあまあ有
意義だった」14名（35.0%）、「3. どちらとも言えない」8 名（20.0%）、「2. あまり有意義でなか
った」1名（2.5%）、「1. まったく有意義でなかった」0 名（0%）だった。平均は 4.18 だった（2009
年度は 3.54、2008 年度は 4.10、2007 年度は 4.53、2006 年度は 4.21、2005 年度は 3.94）。 
以上のように、ベーシックコースの各セッションの有意義度はいずれも高い評価が得られた。 
− 71 −













名（87.5%）、「4. まあまあ有意義だった」1 名（12.5%）であり、「3. どちらとも言えない」「2. あ
まり有意義でなかった」「1. まったく有意義でなかった」は 0名であった。平均は 4.88 だった。 
（2）グループ討論については、「5. 非常に有意義だった」4 名（50%）「4. まあまあ有意義だ
った」4 名（50%）であり、「3. どちらとも言えない」「2. あまり有意義でなかった」「1. まった







































































































































い」までの 5 段階で評定してもらった。その結果、「5．強くそう思う」が 4 名（10.0%）、「4．
そう思う」が 22 名（55.0%）、「3．どちらとも言えない」が 11 名（27.5%）、「2．あまりそう思
わない」が 3 名（7.5%）、「1．まったくそう思わない」が 0％で、平均が 3.68 であった。 
 また、来年度の参加案内の送付希望を「希望する」、「希望しない」の 2択で尋ねたところ、ベ



















本講座は今年度で 6年目を迎えた。最後に、この 6 年間の変化を検討する。 
 まず、参加者をみると、第 1回目が 36 名、第 2 回目が 19 名、第 3 回目が 31名、第 4回目が
ベーシックコース 45 名、アドバンストコース 14 名、第 5 回目がベーシックコース 35 名、アソ
バンストコース13名、そして今回はベーシックコース42名、アドバンストコース9名であった。
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大学進学率 ～15％ 15～50％ 50％～


















































































































































































































































































































• 杉江修治他編著(2004) 『高等教育シリーズ１２５ 大学授
業を活性化する方法』 玉川大学出版部
• ケン・ベイン著(2008) 『ベストプロフェッサー』 玉川大学出
版部
• 中井 俊樹編(2008) 『英語で授業シリーズ① 大学教員の
ための教室英語表現３００』 株式会社アルク
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経緯について、詳しくは本叢書第 27 巻（2009 年）所収の「院生から見た「大学院生のための













































 第 1 回『臨床死生学概論』 
2010 年 2 月 21 日 13:00~16:00 井藤美由紀（人間・環境学研究科） 
(a) 講義概要と状況設定 
「臨床死生学概論」は、主に学部 1・2 回生（100 名程度）を対象とする全学共通科目と設







授業の狙いは、以下の 2 点に集約される。 
① 今、この時代に「死を踏まえた上で生き方を考える」ことの重要性を伝えること。 
② 「臨床死生学」が、何を目的として誕生したかを伝えること。 













ような視座からの質問や意見がほとんどで、非常に刺激的な Brainstorming になった。 
 
      調査地全景と 
      調査拠点となった墓地 






 第 2 回『科学の歴史』 








































 第 3 回『教育課程論』 





































 第 4 回『低温科学 A』 
2010 年 6 月 6 日 13:00~16:00 米澤進吾（理学研究科） 
(a) 講義概要と状況設定 
「低温科学 A」は主に理系の学部 1 回生を対象とする全学共通科目であり、京都大学で実際
に開講されている。超伝導・超流動など室温よりはるかに低い温度で起こる現象を研究する 4，
5 名の教官によるリレー講義である。この講義は筆者が直近で担当する可能性の最も高い講義




ず以下の 2 点を理解してもらうことを目的とした。 
① 絶対温度の意味  ② 低温で起こる現象の面白さ 
講義時間は 1 時間強で、基本的には PowerPoint を使用した。聴講者に質問を投げかけたり
簡単な演示実験をしたりするなど、一方通行にならないように配慮した。聴講者には穴埋め式



















 第 5 回『地域経済学』 








ない、また、受講者数は 100 人以上という設定で行った。模擬講義時間は 50 分で、レジュメ




























 第 6 回『物理学概論』 














1 振り子 衝突球 エネルギー保存則、時空対称性
ニュートン方程式
　運動エネルギー、位置エネルギー
3 筒に磁石を落とす 筒、磁石球 電磁誘導
4 静電気 ゼネコン 電場から電荷が受ける力
マクスウェル方程式
　電波の存在
6 偏光板 偏光板 光の波長
7 虹のしくみ プリズム 光の屈折　屈折率、分散率












(c) 検討会における議論内容  
「物理学への興味と関心を持たせる上では非常に有効的な講義」、「物理学は数式だけの世界で









 第 7 回『エネルギー政策学』 
2010 年 10 月 24 日 14:00~17:00 泉晋介（エネルギー科学研究科） 
(a) 講義概要と状況設定 
「エネルギー政策学」は現在、京都大学大学院エネルギー科学研究科修士課程にて開講されて


































 第 8 回『中学校 道徳』 






る 1 時間となる。 
 
(b) 授業の狙いと授業形式 
受講対象は中学校 3 年生を設定した。1 クラス


























 第 9 回『エネルギー変換工学』 



















































































































・FD 研究検討委員会において FD の現状分析を行い、情報の共有化を促進する。 
・在学生、卒業生による授業評価の実施について検討する。 
・部局 FD への支援を行う。 










































































教授 准教授 講師 助教
参考：雇用形態別内訳 
・教授 19 名 
・准教授 23 名：准教授 17 名，特定准
教授 6 名 
・講師 8 名：講師 6 名，特定講師 2 名
・助教：85 名：助教 81 名，特定助教
3 名，特任助教 1 名 
 
 




















教授 ：平均年齢 52.75 歳(範囲：42 歳～65 歳) 
准教授 ：平均年齢 38.96 歳(範囲：30 歳～54 歳) 
講師 ：平均年齢 35.25 歳(範囲：28 歳～48 歳) 






















































教員 研究員等 官庁・独法 大学院生 医員 職員 なし その他
人 















イギリスの PGCHE （Postgraduate Certificate in Higher Education: 高等教育資格課程）と、
アメリカの大学教員養成プログラムについても、簡単な紹介を行った。特に後者については、
本センターのモデルとなったハーバード大学のデレク・ボク教授学習センター（Derek Bok 












いては任意参加とすることにした。最終的な参加者は 48 名、内訳は、教授 9 名、准教授 12 名









教員 研究員等 官庁・独法 大学院生 医員 職員 なし その他 合計
教授 14 0 4 0 0 0 0 1 19
准教授 19 3 1 0 0 0 0 0 23
講師 2 2 0 0 2 0 2 0 8
助教 24 19 6 6 13 1 16 0 85









13:00 開会式 (司会・進行：高等教育研究開発推進センター教授 大塚雄作) 
13:10 セッション 1：ミニ講義 1「現在の大学教育の動向と京都大学のポリシー」 
        教育・学生担当理事 西村 周三 
 
13:30 セッション 2：ミニ講義 2「京都大学の教育サポート・リソース」 
 カウンセリングセンター センター長 青木健次 
 高等教育研究開発推進機構 共通教育推進専門員 中澤和紀 
 図書館機構(付属図書館) 参考調査掛長 北川昌子 
 情報環境機構(学術情報メディアセンター) 教授 中村裕一 
(発表資料：資料 2)
14:30 セッション 3：ミニ講義 3「全学共通教育・各部局の教育的取り組み」 
    全学共通教育 少人数教育部会部会長 野田公夫 
 文学部 文学部教務補佐員 図師宣忠 
 国際交流センター センター長 森純一 
(発表資料：資料 3)
15:15 コーヒーブレイク 
15:30 セッション 4：グループディスカッション「京大でどう教えるか」 
 【ディスカッションテーマ ／ 事例紹介】 
 1：「大講義をどう行うか？」人間・環境学研究科 教授 小田伸午 
 2：「レポート作成をどう支援するか？」附属図書館 准教授 古賀崇 
 3：開講せず 
 4：「学生を授業にどう巻きこむか？」医学研究科 講師 森本剛 
 5：「学生の学力の低下・多様化にどう対応するか？」農学研究科 教授 宮川恒 
 6：「教育の国際化にどう対応するか？」経営管理研究部 教授 小林潔司 
 7：「自学自習・授業外学習をどう促すか？」工学研究科 教授 鉾井修一 
 8：「評価をどう行うか？」高等教育研究開発推進センター 教授 大塚雄作 
(発表資料：資料 4)
17:00 セッション 5：ラップアップ 
17:50 閉会式 






  報告者：防災研究所 助教 山﨑 健一 
  事例紹介：人間・環境学研究科 教授 小田 伸午  







































  報告者：エネルギー科学研究科 助教 三宅 正男 
  事例紹介：附属図書館 准教授 古賀 崇  
































  報告者：経営管理研究部 教授 澤井 克紀 
  事例紹介：医学研究科 講師 森本 剛  







































  報告者：情報学研究科 講師 大久保 潤 
  事例紹介：農学研究科 教授 宮川 恒  












































  報告者：高等教育研究開発推進機構 教授 加藤 立久 
  事例紹介：経営管理研究部 教授 小林 潔司  

































たが、この共通認識でグループ 6 のセッションは終了いたしました。 
 
７「自学自習・授業外学習をどう促すか？」 
  報告者：経営管理研究部 講師 山内 裕 
  事例紹介：工学研究科 教授 鉾井 修一 
















































てほしい、むしろ TA を増やしてほしい、と西村理事にお伝えしたい、ということでした。 
 
８「評価をどう行うか？」 
  報告者：地球環境学堂 助教 北野 慎一 
  事例紹介：高等教育研究開発推進センター 教授 大塚 雄作  































を行った。その結果、32 名から回答が得られた。回答者の内訳は教授 1 名、准教授 3 名、講師





の 5 件法で尋ねた。平均で 3.45～4.33 となり、全体として高い評価を得ることができた。特に
































































































































（４）質問４.「セッション 4：グループ討論」に追加するとよいと思われるテーマ  
 セミナーを受講した上で、「セッション 4：グループ討論」に追加するとよいと思われるテ










































































































































z New Faculty Institute
（新任教員研修＋初任者研修：2010年度～）
8:00 朝食サービス
8:15 - 8:30   副学長による開会挨拶
8:30 - 9:00 学長による歓迎の辞と質疑応答
9:00 - 9:50   パネルディスカッション１：若手教員から
“Establishing Your Reputation as a Scholar”
9:50 - 10:00 休憩
10:00 - 10:50  パネルディスカッション２：シニア教員から
“Navigating Your Professional Path as a Scholar”
10:50 - 11:00  休憩
11:00 - 12:00  大学ツアー
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9:00 - 9:50   パネルディスカッション１：若手教員から
“Establishing Your Reputation as a Scholar”
9:50 - 10:00 休憩
10:00 - 10:50  パネルディスカッション２：シニア教員から
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10:50 - 11:00  休憩
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( Kyoto University’s 










































































































お知らせ 試験成績 履修登録 シラバス
学
部
総合人間学部 ○ ○ ○ △
文学部 ○ ○ △ △
教育学部 ○ △ △ △
法学部 ○ △ ○ △
経済学部 ○ ○ ○ △
理学部 ○ ○ △
医学部 ○ ○ ※
薬学部 ○ ○ ○ △
工学部 ○ ○ ○ ※





文学研究科 ○ △ △ △


































































































































京大 太郎 京大 太郎
工学 太郎１ コウガク タロウ１1027210000
工学 太郎2 コウガク タロウ２1027210001
工学 太郎３ コウガク タロウ３1027210002
工学 太郎４ コウガク タロウ４1027210003
工学 太郎５ コウガク タロウ５1027210004
工学 太郎６ コウガク タロウ６1027210005 28
Education
Promotion Department


























<Introduction to Chemistry of Human Life and 
Environment>
担当者氏名 □□□□ 教授 ○○ ○○
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– OSL（Open Space Laboratory）
• 語学教育支援サービス


































– 新環境工学特論 I, II（中国，マレーシア）













（例１） TIDE プロジェクト(1999 -2006 )
• UCLAとの国際遠隔講義プログラム (Trans-







– 新環境工学特論 I, II（中国，マレーシア）













（例１） TIDE プロジェクト(1999 -2006 )
• UCLAとの国際遠隔講義プログラム (Trans-
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 Kyoto University Programs for Future 




























































































































超えるライティング授業デザイン. 情報管理. 2009, 
vol. 52, no. 5, p. 276-285.
http://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/52/5/52_276/_a
rticle/-char/ja/
• 妹尾堅一郎. 知的情報の読み方. 水曜社, 2004, 
246p.
• 林紘一郎, 名和小太郎. 引用する極意引用される極














































１ 米国 ３３３ ３５２～４７６ △ 11.8 22
２ ドイツ １７０ １４０～１８９ ○ 0.05 8.577
３ フランス １３２ １０４～１４１ ○ 4.7 6.301
４ イタリア １１７ ８５～１１６ ◎ 4.17 5.079
５ 日本 １１１ ２６５～３５９ △ 3.95 16.624
６ 英国 ９９ １１０～１４８ △ 3.52 6.624
７ 中国 ８５ ７５～１０１ ○ 3.03 2.667
８ ロシア ７５ ２７～３７ ◎ 2.67 1.2
９ カナダ ７４ ５２～７１ ◎ 2.63 2.977
１０ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ５５ ３４～４６ ◎ 1.96 1.787
１１ スペイン ５０ ５３～７１ △ 1.78 2.968
１２ インド ４６ ３７～５１ ○ 1.64 0.45
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～















米国 １，０７６ ２４．３１ １５．８５
インド ３２６ ７．３６ ２．９１
英国 ２３０ ５．２０ ３．７５
フランス ２２２ ５．０１ ３．７５
ドイツ １５２ ３．４３ ４．００
～ ～ ～ ～






















































` Srikant M. Datar: Accounting
` Thomas J. DeLong: Management Practice 
` Willis M. Emmons: Strategy and IB
` Mukti Khaire: Entrepreneurship 
` Ranjani Krishnan: Accounting (MSU)
` Karim R. Lakhani: Technology & OM 
` Deepak Malhotra: Negotiation
` Thomas R. Piper: Finance
` Felix Oberholzer-Gee: Strategy 
` Noam T. Wasserman: Entrepreneurship 






Summer Training Course of Road Asset Management
Kyoto University and University of Transports and Communications
28-30th September, 2009, Hanoi, Vietnam
2005, 2006, 2007, 2009(Hanoi), 2008 (Ho Chi Minh)
− 158 −
Ⅱ−４．資料４−２
Curriculum - Road Asset Management -
(2009)
` Day 1
` Introduction (Kiyoshi Kobayashi, KU)
` Friction Course for Pavement (Nguyen Xuan Dao, UTC)
` Risk Management (Nguyen Viet Trung, UTC)
` Basic Hazard Model (Mamoru Yoshida, KU)
` Monitoring (Tomoki Shiotani, KU)
` Slope and Embankment (Hiroyasu Ohtsu, KU)
` Day 2
` Bridge Management(1) (Nguyen Viet Trung, UTC)
` Bridge Management(2) (Kiyoyuki Kaito, Osaka U.)
` Bridge Management(3) (Shoichi Takahashi, JICA)
` Pavement Management(1) (Yasuhito Sakai, Hanshin Express Highway Corporation 
Limited)
` Pavement Management(2) (M.Sc. Nguyen Dihn Thao) 
` Life Cycle Cost Analyzing (M.Sc. Nguyen Dinh Thao)
` Day 3
` Pavement Management (3) (Kazuya Aoki, Pasco Corp.)
` Pavement Management (4) (Le Thanh Nam, Osaka U)
` Pavement Management (5) (Han Daeseok, KU)
` Exercise
Certificate
motorcycles in Hanoi North-south express railway
Transportation Planning
Summer Training Course of Transportation Planning
Kyoto University and University of Transports and Communications
28-30th September, 2009, Hanoi, Vietnam




International Seminar on Asset Management Implementation 
in Asian Countries (ISAM 2009)
















Empirical studies of asset management implementation









Outputs of ISAM 2009 (cont.)
` Future scopes
` Loose standardization of guideline for asset 
management practice in Asian Countries
` Establishing a framework for Public-Private-
Academics Partnership
` Actions
` To be published as a textbook in 2009
` ISAM 2010 (Hanoi in September, 2010)
Research and Educational Collaboration of 











































1 全然ない 6 (02.1) 10 (00.9)
2 1時間未満 3 (01.0) 6 (00.5)
3 1～2時間 5 (01.7) 16 (01.5)
4 3～5時間 23 (08.0) 66 (06.1)
5 6～10時間 19 (06.6) 134 (12.4)
6 11～15時間 51 (17.7) 228 (21.2)
7 16～20時間 73 (25.3) 266 (24.7)
8 20時間以上 108 (37.5) 352 (32.7)









1 全然ない 6 (02.1) 31 (02.9)
2 1時間未満 21 (07.3) 111 (10.3)
3 1～2時間 52 (18.0) 221 (20.5)
4 3～5時間 85 (29.4) 328 (30.4)
5 6～10時間 61 (21.1) 206 (19.1)
6 11～15時間 31 (10.7) 69 (06.4)
7 16～20時間 4 (01.4) 33 (03.1)
8 20時間以上 29 (10.0) 81 (07.5)
















































































































































































































































































日時  平成 22 年 12 月 3 日（金） 16:30～19:00 
場所  京都大学桂キャンパス 桂ホール 
司会  田中 利幸 教授 （新工学教育プログラム実施専門委員会委員長） 
 


















① 地球工学科   水戸 義忠
② 物理工学科   永田 雅人




































































































日時：2010 年 6 月 2 日（水）15:00〜16:00、6 月 8 日（火）16:00〜17:00 
− 177 −
場所：吉田南 1 号館 
【オリエンテーションプログラム】 
1．本プロジェクトの概要、目的について 教務企画課 清水克哉 
2．スケジュールと事務手続きについて 教務企画課 田平亜美子 
3．自己紹介 




日時：2010 年 7 月 8 日（木）13:30〜18:30 
場所：京都大学吉田南 1 号館 
【事前研修プログラム】 
13:30〜 研修会開会の挨拶 
      高等教育研究開発推進センター センター長 田中毎実 
13:45〜 サイエンス・コミュニケーター事前アンケート 
13:50〜 ミニ講義 1 「学校での立ち振る舞い：ビジネスマナーについて」 
      教育推進部教務企画課 清水克哉 
14:15〜 ミニ講義 2 「子どもたちの学びを促すには」 
      高等教育研究開発推進センター 特定准教授 及川恵 









      高等教育研究開発推進センター 特定准教授 及川恵 
      教育推進部教務企画課 清水克哉 
 
２－３．実施報告会 
日時：2010 年 11 月 11 日（木）15:00〜17:00 
場所：京都大学吉田南 1 号館 






      教育推進部教務企画課 清水克哉 
15:05〜 プロジェクトに参加した若手研究者からの報告・感想 
16:20〜 若手研究者による自由発言など 
      司会：高等教育研究開発推進センター 特定助教 半澤礼之 
16:40〜 修了証明書授与 
      高等教育研究開発推進センター センター長 田中毎実 
16:45〜 高等教育研究開発推進センター教員からのコメント 
      高等教育研究開発推進センター 特定准教授 及川恵 
      高等教育研究開発推進センター 教授 大塚雄作 
      高等教育研究開発推進センター センター長 田中毎実 
 
                               （及川 恵、半澤 礼之） 
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HĠ zĠ {Ġ ÔĿĠ
ĦĠ ŁőšŠėŔŎĶŌaĻŋļŎĶıňŊbįĠ æĠ ÂÕĠ ĆWÁ<ZË¥NDĠ ĆWÁĠ N ĪŶīĠ ĪĮĠ Į  ĦĨ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ fVÁËĊ éěÍDĠ fVÁĠ ě ħĠ ĨĨĠ Į  Ħī {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ÇÃQZË+DĠ Ā_Ġ  ĦŽĨĠ ĭĬĠ Ħĥ  ĦĪ {ĢąģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ <ĉ_Ë!ĂěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ĦĠ ĭĦĠ Ħĥ  Ħĭ {ĢģĠ ërĠ
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ģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ 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ģĠ ërĠ
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ĠÑBĠ ĀZËĐÌNDĠ 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ĖnĠ Â¶Ġ Ĝ#ÁË(éěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ ĭĥĠ Ħĥ  ĦĨ {ĢģĠ ërĠ
ĪĠ ;1ŐD¸¤Żû±ŐBōŘőōķřňŊĠ ĖnĠ Â¶Ġ Ā_ËÞĞěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ĦĠ īĦĠ ĭ  Ħ {Ģ{ģĠ í;Ġ
Ġ Ġ DŏøķŐĺĠ Ġ Ġ lÃÁIZË{éNDĠ lÃÁĠ N īĠ ĩħĠ Į  ĭ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ `ÁËeděÍDĠ `ÁĠ ě ĦŽĨĠ ĦĦĦĠ Į  ħĬ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ēSZË¨ěÿNDĠ ēSÁĠ N īĠ ĦĨĩĠ Ħĥ  ħĦ {ĢģĠ ërĠ
īĠ n}ŐņŇĻêņ½Ġ ÀªĠ ŖŠĠ ĆWÁËĆWěÍDĠ ĆWÁĠ ě ħĠ ĦĨĠ Į  ħħ {ĢģĠ ëĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ <ĉ_ĉ"ZËäNDĠ <ĉ_Ġ N īĠ ĨĥĠ Ħĥ  Ħĩ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ <ĉ_×ĄZË&ZNDĠ <ĉ_Ġ N īĠ ĦĦĥĠ Ħĥ  ĦĪ {ĢąģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ĀtÚ<DċPQDĠ Ā_Ġ  ĦĠ ĦĨħĠ ĦĦ Ġ Ī {ĢąģĠ Ġ ërĠ
ĬĠ ď1Ő1ŐŀŌōŐľśĶÃňŊĶŖŃĺĠ *óOĠàQĠ ôÁËđěÍDĠ ôÁĠ ě ĦŶħĠ ĪĨĠ Ĭ  ĦĪ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ěÃÁËěÃéěÍDĠ ěÃÁĠ ě ħĠ ĨĮĠ Į  ī {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ēSÁËÅ¹"ěÍDĠ ēSÁĠ ě ħĠ ĩĦĠ Į  ĦĪ {ĢģĠ í;Ġ
ĭĠ mkçµŏŉĶŊDŕķİiŜŐŤŵūŴŷųĠ F¹Ġ èBĠ fVÁ(ĄXZËĝVDĠ fVÁĠ  ĦĠ ĩĬĠ ĭ  ĦĦ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ĝ#ÁË(éěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ ĭĥĠ Ħĥ  ĦĨ {ĢģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ RĈÁËRĈ ěÍDĠ RĈÁĠ ě ĦŶħĠ ħĮĠ Ħĥ  ħĥ {ĢģĠ í;Ġ
ĮĠ ĺśDœ²¶ŐőŎłĠ QĠ sĠ Ā_ËöáěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ ĦīĠ Į  Ħĭ {Ģ3ģĠ í;Ġ
ĦĥĠ ŢůŭŬŌţŧűŐ¸²DĠ Ġ U¹Ġ q:Ġ ĀvtDĠ Ā_Ġ  ĦŽĨĠ ĩīĠ Ĭ  ħĮ {ĢģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ĥ¸²ŐúŌ¦¡·9ýhĤĠ Ġ Ġ ĀD2DěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ĦĠ ĪĮĠ Į  ħĨ {ĢģĠ ëĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ēSZË5QDĠ ēSÁĠ  ĦŶħĠ ĭĥĠ Į  ħĬ {ĢģĠ ërĠ
ĦĦĠ ·9.ĕŌ46ŐŒŌĠ Q%Ġ ,ºĠ QcÁËQc"ěÍDĠ QcÁĠ ě ĦĠ ĨĮĠ ĭ  ħ {ĢģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ğV<DtÚDÿċPDĠ ĳ<ĴĠ  ħĠ ĮĥĠ ĦĦ  ħ {Ģ­ģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ĀZËDĠ ĳ<ĴĠ  ĨĠ ħĪĠ ĦĦ  Ī {ĢąģĠ ëĠ
ĦħĠ ŦųőŎńÖŞŝŐĺżĠ āĠ ŘĸĠ ®l@DčDŶěÍDĠ ®ÁĠ  ĦĠ ĪĭĠ ĭ  ħĨ {ĢģĠ í;rĠ
Ġ Ġ Ġ ĤŦųŐ§ÖŠøłŊÊŌŐCŠØĸŝĤĠ Ġ Ġ Ġ ĀZË|{ĄNDĠ Ā_Ġ N īĠ ĪĭĠ ĭ  ħĬ {ĢąģĠ ërĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ ĀZË¢ĖDĠ Ā_Ġ Ġ ĦĦĠ ĦĦ  Ī {ĢąģĠ ëĠ
ĦĨĠ ļŐŀŏDœŐėŔyĠ éĠ ègĠ Ā_Ë"ĎěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ĦĠ ĩĥĠ Į  Ħĭ {Ģ3ģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ lÃÁËSW ěÍDĠ lÃÁĠ ě ĦŶħĠ ħīĠ Į  ħĩ {ĢąģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ĝ#ÁËĔěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ īħĠ Ħĥ  Ħĩ {ĢģĠ í;Ġ
ĦĩĠ 3ĺś·9.ĕŠÉDŃŝĠ æĠ ÜĠ ôÁË-£ěÍDĠ ôÁĠ ě ĦŶħĠ ĩħĠ Į  ĦĬ {ĢąģĠ ëĠ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ĝ#ÁËĔěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ ĪĬĠ Ħĥ  Ħĩ {ĢģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ QcÁËĞS"ěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ħĠ ĦĥĨĠ Ħĥ  ħħ {ĢąģĠ í;Ġ
ĦĪĠ őōŀŖŋ©'ÛĺżĠ IÿĠ õgĠ ®ŮŲŨūD2ěÍDĠ ®ÁĠ ě ĦŶħĠ ĩĮĠ Ħĥ  ħ {Ģ3ģĠ ëĠ
Ġ Ġ Ž©'ÛjŌŅŐČ½ŽĠ Ġ Ġ ĀvtěÍDĠ ĳ<ĴĠ ě ĦĠ ħĮĠ Ħĥ  ħħ {ĢąģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ RĈÁËw>ěÍDĠ RĈÁĠ ě ĦŽĨĠ ĭĥĪĠ Ħĥ  ħĪ {ĢģĠ ëĠ
ĦīĠ ÏuŏŉĶŊĠ Q¹Ġ GĠ QÁË»_"ěÍDĠ QÁĠ ě ĦĠ ĨĮĠ Į  Ħĭ {Ģ3ģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ <ĉtÚ<DċPěÍD=´LÝĠ <ĉ_Ġ ě ĦŶħĠ ħĩĠ Ħĥ  ħ {Ģ3ģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ é<+D2DŶěÍDĠ ?ßÁĠ ĦŽěĨĠ ĦĮĠ Ħĥ  Ħī {Ģ3ģĠ í;Ġ
ĦĬĠ Ōĵŝ½ŐÏÎBîĠ UĠ Ġ ®ZË]QDĠ ®ÁĠ  ħĠ ĨĩĬĠ Į  Ħī {ĢģĠ í;Ġ
Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ Ġ x¬ÁË¯ÍtÚDĠ x¬ÁĠ  ħĠ ĭĦĠ Ħĥ  Ī {Ģ­ģĠ ërĠ





都道府県名 小学校 中学校 中 高 一貫校 
高等





北海道 北海道           北海道 北海道           
  (小計）         0   (小計）         0
東北地方 青森県           東北地方 青森県           
  岩手県             岩手県           
  宮城県             宮城県           
  秋田県             秋田県           
  山形県       2 2   山形県       2 2
  福島県             福島県           
  (小計）       2 2   (小計）       2 2
関東地方 茨城県           関東地方 茨城県           
  栃木県             栃木県           
  群馬県 2       2   群馬県           
  埼玉県             埼玉県           
  千葉県             千葉県           
  東京都 1     1 2   東京都           
  神奈川県 1       1   神奈川県           
  (小計） 4     1 5   (小計）         0
中部地方 新潟県   1 1 1 3 中部地方 新潟県   1     1
  富山県             富山県           
  石川県             石川県           
  福井県             福井県           
  山梨県       3 3   山梨県       1 1
  長野県             長野県           
  岐阜県       3 3   岐阜県       2 2
  静岡県 1 1   1 3   静岡県 1 1   1 3
  愛知県 3 1   2 6   愛知県 2     1 3
  (小計） 4 3 1 10 18   (小計） 3 2   5 10
近畿地方 三重県           近畿地方 三重県           
  滋賀県             滋賀県           
  京都府 7 3 3 4 17   京都府 4 3 3 3 13
  大阪府 10     2 12   大阪府 2     2 4
  兵庫県       1 1   兵庫県       1 1
  奈良県     2   2   奈良県     1   1
  和歌山県     1   1   和歌山県           
  (小計） 17 3 6 7 33   (小計） 6 3 4 6 19
中国地方 鳥取県 1     2 3 中国地方 鳥取県 1     2 3
  島根県             島根県           
  岡山県             岡山県           
  広島県       1 1   広島県           
  山口県             山口県           
  (小計） 1     3 4   (小計） 1     2 3
四国地方 徳島県 1 1 1 1 4 四国地方 徳島県 1 1 1   3
  香川県             香川県           
  愛媛県       2 2   愛媛県           
  高知県       1 1   高知県       1 1
  (小計） 1 1 1 4 7   (小計） 1 1 1 1 4
九州・ 福岡県       3 3 九州・ 福岡県           
沖縄地方 佐賀県       2 2 沖縄地方 佐賀県       2 2
  長崎県 2   1   3   長崎県 1   1   2
  熊本県 1 1 1 1 4   熊本県   1 1 1 3
  大分県             大分県           
  宮崎県             宮崎県           
  鹿児島県   1     1   鹿児島県   1     1
  沖縄県             沖縄県           
  (小計） 3 2 2 6 13   (小計） 1 2 2 3 8
総  計 
30 9 10 33 82
総  計 
12 8 7 19 46
37% 11% 12% 40%   26% 17% 15% 41%   
               
【正規授業・課外別応募学校数】 【正規授業・課外別実施学校数】 
正規授業 53 65%      正規授業 27 59%     
課外 29 35%      課外 19 41%     
計 82     計 46     
       
【実施希望場所別応募学校数】 【実施希望場所別実施学校数】 
受講校等 69 84% 受講校等 34 74%
京大 13 16% 京大 12 26%
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①第１回 FL フェローミーティング（日時：2010 年６月８日、於：吉田南総合館北棟 4117） 
 １）勤務内容と給与体系について 
 ２）自己紹介（研究テーマと自身の教育への関心事について） 
 ３）高等教育研究開発推進センターについての紹介   
 ４）文学研究科の学部生学修支援、OD・PD 支援、特に学生支援プロジェクトについて 






③第３回 FL フェローミーティング（日時：2010 年７月 30 日、於：吉田南総合館北棟 4117） 
 １）院生研修の役割分担について 
 ２）MOST の協力者募集について 
④第 4 回 FL フェローミーティング（日時：2010 年 10 月 15 日、於：吉田南一号館 201） 












 2009 年度から文学研究科では「学生支援プロジェクト」として、五つの企画で OD・PD を
− 188 −
 3













 文学部の学生相談室は 2009 年度から準備をすすめ、2010 年度５月より「先輩相談室」の名
称で開設した。現在、文学部内１階の校舎にて、月・水・木の午後２時間開室し、各曜日３名














































































































































































































淳（共編著），『大学 e ラーニングの経営戦略-成功の条件』，東京電機大学出版局，171-194 
田口真奈・出口康夫・赤嶺宏介・半澤礼之・松下佳代（2010）「未来のファカルティをどう育
てるか―京都大学文学研究科プレ FD プロジェクトの試みを通じて―」，京都大学高等教育研究
第 16 号，91-111  
  
（田口真奈、松下佳代、田川千尋、小林敦子、森田 篤、林 貴啓、古川雄嗣、三輪 仁） 
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